
特
集
・
市
民
の
食
料
と
食
生
活
②

一
―
日
本
の
食
生
活
の
特
色

二
―
戦
後
に
お
け
る
日
本
の
食
生
活
の
変
遷

三
―
戦
後
に
お
け
る
食
物
摂
取
状
況
の
推
移

四
―
食
生
活
と
疾
病
異
常

五
―
戦
後
の
子
供
の
発
育
と
栄
養

六
―
日
本
古
来
か
ら
の
発
酵
食
品
を
も
っ
と
利
用

七
―
食
物
の
無
駄
を
な
く
す

八
―
日
本
の
味
を
も
っ
と
大
切
に

九
―
日
本
の
昔
か
ら
の
行
事
を
大
切
に
続
け
る

　
大
平
洋
戦
争
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は
極
度
の
食
糧

不
足
、
耐
乏
生
活
で
、
さ
つ
ま
い
も
や
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ

る
、
海
草
を
ね
っ
て
め
ん
の
形
や
ご
は
ん
つ
ぶ
の
形
に

し
た
も
の
な
ど
、
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
、

空
腹
を
お
ぎ
な
う
こ
と
が
や
っ
と
で
、
食
事
の
内
容
や

栄
養
的
価
値
な
ど
考
え
る
余
裕
は
全
く
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
頃
か
ら
食
糧
事
情
が
次
第
に

回
復
し
、
食
生
活
の
内
容
も
改
善
さ
れ
て
き
た
。
昭
和

三
十
一
年
頃
か
ら
は
工
業
生
産
力
が
上
昇
し
、
国
民
所

得
の
増
大
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
生
活
物
資
が
豊
か
に
な

り
、
食
生
活
の
内
容
も
豊
富
に
な
り
栄
養
学
的
に
も
充

実
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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現
代
日
本
人
の
食
生
活

成
田
　
功

日
本
の
食
生
活
の
特
色

二

　
ま
た
複
雑
な
風
土
に
よ
り
日
本
人
は
変
化
に
耐
え
順

応
性
に
富
み
、
和
・
洋
・
中
国
料
理
ま
で
日
常
食
生
活

に
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
栄
養
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
と
は
、
種
々

の
食
品
を
多
く
と
り
調
理
法
も
複
雑
で
種
類
が
多
い
ほ

ど
よ
い
も
の
で
、
米
・
パ
ン
・
う
ど
ん
・
そ
ば
あ
り
、

和
・
洋
・
中
華
あ
り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
で
な
く
、
標
準

化
さ
れ
た
単
一
な
味
気
な
さ
で
な
く
、
複
雑
多
様
の
食

生
活
の
方
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
の
ぞ
ま
し
い
の

で
あ
る
。
衣
住
は
な
る
べ
く
単
純
に
し
て
食
は
複
雑
に

し
た
方
が
よ
い
と
い
う
私
の
主
張
で
あ
る
。

　
ま
た
日
本
の
変
化
あ
る
気
候
風
土
が
発
酵
食
品
の
発

達
、
冷
凍
食
品
の
生
産
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
お
お
い
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
食
生
活
は
人
類
の
生
活
環
境
と
密
接
な
関
係
を
も
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
は
暖
帯
か
ら
亜
寒
帯
に
わ
た
っ
て
存
在
し
、
暖

流
と
寒
流
が
あ
り
、
四
季
に
分
か
れ
、
山
と
平
野
が
あ

り
、
川
が
多
く
海
に
囲
ま
れ
た
複
雑
な
風
土
で
、
国
土

は
狭
い
が
変
化
に
富
み
、
そ
れ
な
り
の
生
活
文
化
が
あ

る
。
そ
の
複
雑
多
様
性
は
食
生
活
の
面
に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
日
本
の
自
然
条
件
は
農
業
漁
業
に
好
影
響
を

及
ぼ
し
、
多
種
類
の
魚
介
類
、
果
物
、
農
産
物
等
食
品

の
多
彩
性
は
世
界
に
そ
の
類
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
山

海
の
幸
豊
富
で
こ
れ
を
充
分
利
用
で
き
る
食
生
活
な
の

で
あ
る
。

一

戦
後
に
お
け
る
日
本
の
食
生
活
の
変
遷



　
ま
た
、
最
近
の
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
食
料
品
の
流

通
は
高
度
化
し
、
日
本
中
ど
こ
の
生
産
食
晶
も
自
由
に

消
費
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
加
工
食
品
、
半
加
工
食
品
の
工
業
化
は
調
理

や
保
存
の
手
間
を
省
く
よ
う
に
な
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
食
品
は
全
て
台
所
に
持
ち
込
む
前
に
洗
滌
、

部
分
カ
ッ
ト
、
包
装
な
ど
の
処
理
加
工
さ
れ
、
ま
た
、

調
理
の
簡
便
な
半
調
理
食
品
や
即
席
食
品
が
増
加
し

て
、
主
婦
の
手
を
か
け
な
い
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
ガ
ス
、
電
気
製
品
の
普
及

で
、
調
理
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
食
生
活
の
改
善
で
あ

る
と
間
違
え
て
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
主
婦
の
朝
寝
坊
が
原
因
で
朝
食
を
欠
食
し
、

弁
当
が
作
れ
な
い
か
ら
外
食
が
多
い
。
夕
方
の
一
パ
イ

飲
み
屋
が
繁
盛
す
る
の
は
家
庭
の
味
が
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。
欠
食
、
外
食
は
種
々
の
意
味
で
考
え
さ
せ

ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
食
生
活
の
能
率
化
は
進
ん
で
き

た
が
、
そ
の
内
容
は
貧
困
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

①
―
欠
食
状
況

　
昭
和
五
十
一
年
国
民
栄
養
調
査
に
よ
れ
ば
、
朝
食
を

欠
食
し
た
者
は
男
一
二
％
女
一
〇
・
六
％
で
年
齢
別
に

み
る
と
一
五
～
一
九
歳
男
一
七
・
九
％
女
二
一
％
、
二

○
～
二
九
歳
男
二
七
・
二
％
女
二
〇
・
二
％
、
三
〇
～

三
九
歳
男
一
四
・
四
％
女
九
・
六
％
、
四
〇
～
四
九
歳

男
一
〇
・
三
％
女
九
二
一
％
、
五
〇
～
五
九
歳
男
八
・

一
％
女
八
・
四
％
、
六
〇
歳
以
上
男
四
・
九
％
女
五
・

七
％
で
意
外
に
多
く
、
特
に
若
年
者
に
多
い
傾
向
で
あ

る
。

②
―
外
食
状
況

　
や
は
り
昭
和
五
十
一
年
国
民
栄
養
調
査
に
よ
れ
ば
、

外
食
し
た
者
は
朝
食
で
男
五
・
五
％
女
二
・
九
％
、
昼

食
で
男
五
六
・
四
％
女
四
三
・
三
％
、
夕
食
で
男
一
七

・
九
％
女
一
一
・
五
％
で
あ
り
、
男
女
共
昼
食
の
外
食

が
多
い
の
は
弁
当
の
代
わ
り
に
し
て
い
る
の
で
、
男
で

は
二
〇
～
二
九
歳
、
女
で
は
一
五
～
一
九
歳
が
多
く
、

そ
の
内
容
は
そ
ば
・
う
ど
ん
・
パ
ン
類
は
女
に
多
く
、

和
食
・
洋
食
は
男
に
多
く
、
一
五
～
一
九
歳
で
は
パ
ン

類
が
多
く
年
を
と
る
ほ
ど
和
食
が
多
い
傾
向
に
な
っ
て

い
る
。
朝
食
、
夕
食
の
外
食
が
意
外
に
多
い
の
は
種
々

の
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三①
―
食
品
群
別
摂
取

　
日
本
人
の
食
生
活
は
長
い
間
米
を
中
心
に
し
野
菜
、

豆
類
、
魚
介
類
に
依
存
し
て
き
た
が
、
戦
後
、
パ
ン
、

め
ん
な
ど
の
小
麦
製
品
が
多
く
な
り
、
油
、
肉
類
も
多

く
な
っ
て
き
た
。
昔
に
比
べ
食
品
数
が
豊
富
に
な
っ
て

き
た
。
平
安
時
代
に
は
食
品
の
種
類
は
二
〇
〇
余
種
で

あ
り
、
穀
類
二
四
種
、
野
菜
六
八
種
、
果
物
三
五
種
、

海
産
物
魚
介
類
五
六
種
、
海
草
二
一
種
で
あ
る
。
現
在

で
は
日
本
食
品
標
準
成
分
表
（
一
九
七
九
年
）
に
よ
れ

ば
、
一
七
食
品
群
八
七
八
種
で
、
穀
類
七
四
種
、
野
菜

類
一
二
八
種
、
果
実
類
七
六
種
、
魚
介
類
二
〇
五
種
、

海
草
類
二
六
種
、
豆
類
三
七
種
、
き
の
こ
類
一
三
種
、

嗜
好
飲
料
五
〇
種
、
菓
子
類
八
五
種
で
あ
る
。

食
品
群
別
摂
取
量
の
一
〇
年
前
と
の
比
較
は
二
五
頁

の
表
―
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
―
栄
養
摂
取
量

　
国
民
一
人
一
日
当
た
り
の
栄
養
摂
取
量
に
つ
い
て
み

る
と
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
一
九
〇
三
カ
ロ
リ
ー
、
昭

和
三
十
年
二
一
○
四
カ
ロ
リ
ー
、
昭
和
四
十
年
二
一
八

四
カ
ロ
リ
ー
、
昭
和
五
十
一
年
二
一
五
九
カ
ロ
リ
ー
で

昭
和
二
十
一
年
と
比
べ
れ
ば
増
加
し
て
い
る
が
昭
和
三

十
年
、
四
十
年
と
比
べ
る
と
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
状
態
で

あ
る
。
蛋
白
質
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
人
一
日
量
五
九

・
一
ｇ
、
昭
和
三
十
年
六
九
・
七
ｇ
、
昭
和
四
十
年
七

一
・
三
ｇ
、
昭
和
五
十
一
年
七
八
・
七
ｇ
で
昭
和
二
十

一
年
と
比
べ
て
は
る
か
に
多
く
、
昭
和
三
十
年
、
四
十

年
と
比
べ
て
も
一
〇
％
以
上
多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に

動
物
性
蛋
白
質
は
昭
和
二
十
一
年
一
〇
・
五
ｇ
、
昭
和

三
十
年
二
二
・
三
ｇ
、
昭
和
四
十
年
二
八
・
五
ｇ
、
昭
和

五
十
一
年
三
尺
・
一
ｇ
で
、
昭
和
二
十
一
年
に
比
べ
三

倍
、
昭
和
三
十
年
、
四
十
年
に
比
べ
て
一
・
五
倍
に
な
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戦
後
に
お
け
る
食
物
摂
取
状
況
の
推
移



　
っ
て
い
る
。
脂
肪
は
昭
和
二
十
一
年
一
四
・
七
ｇ
、
昭

和
三
十
年
二
〇
・
三
ｇ
昭
和
四
十
年
三
六
ｇ
、
昭
和
五

十
一
年
五
二
・
四
ｇ
で
、
昭
和
二
十
一
年
と
比
べ
て
四

倍
、
昭
和
三
十
年
、
四
十
年
と
比
べ
る
と
二
・
四
倍
と

な
る
。
う
ち
動
物
性
の
脂
肪
は
昭
和
四
十
年
一
七
・
八

ｇ
、
昭
和
五
十
一
年
二
七
ｇ
で
、
一
〇
年
間
に
一
・
五

倍
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
ぼ
昭
和
二
十
一
年
二

五
三
㎎
、
昭
和
三
十
年
三
三
八
㎎
、
昭
和
四
十
年
四
六

五
㎎
、
昭
和
五
十
一
年
五
四
八
㎎
で
、
昭
和
二
十
一

年
と
比
べ
二
倍
、
昭
和
三
十
年
、
四
十
年
と
比
ベ
一
・

五
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
所
要
量
六
〇
〇
㎎
で
あ
る
か

ら
カ
ル
シ
ウ
ム
は
現
在
で
も
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
で

あ
る
。
鉄
は
昭
和
三
十
年
一
四
㎎
、
昭
和
五
十
一
年
一

三
・
七
㎎
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

は
昭
和
三
十
年
一
〇
八
四
国
際
単
位
、
治
和
四
十
年
一

三
二
四
国
際
単
位
、
昭
和
五
十
一
年
一
七
二
四
国
際
単

位
で
、
昭
和
三
〇
年
と
比
ベ
一
・
五
倍
に
な
っ
て
い

る
。
ビ
タ
ミ
ン
B
1
は
昭
和
三
十
年
一
・
一
六
㎎
、
昭
和

五
十
一
年
一
・
一
八
㎎
で
変
化
な
く
、
ビ
タ
ミ
ン
B
2
は

昭
和
三
十
年
〇
・
六
七
㎎
、
昭
和
四
〇
年
〇
・
八
三
㎎

昭
和
五
十
一
年
一
・
〇
二
㎎
で
、
昭
和
三
十
年
に
比
ベ

一
・
五
倍
で
あ
る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
昭
和
三
十
年
七
六

㎎
、
昭
和
四
〇
年
七
八
㎎
、
昭
和
五
十
一
年
一
一
七
㎎

で
、
昭
和
三
十
年
と
比
ベ
一
・
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
体
に
栄
養
摂
取
量
は
昭
和
二
十
一
年
に
比
べ
れ
ば

は
る
か
に
多
く
、
ま
た
昭
和
三
十
年
、
四
十
年
に
比
べ

て
も
向
上
し
て
い
る
が
、
現
在
栄
養
所
要
量
に
対
す
る

比
率
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
B
2

が
九
〇
％
く
ら
い
で
不
足
し
て
い
る
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン

類
は
調
理
に
よ
る
損
失
を
み
る
と
い
ず
れ
も
不
充
分
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
（
表
―
１
）
。

　
な
お
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
日
本
人
の
平
均
一

人
一
日
量
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
栄
養
摂
取
量
の
過
剰

の
者
、
水
足
の
者
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
っ
い

て
次
の
項
で
述
べ
る
。

四　
戦
後
、
栄
養
不
足
に
起
因
す
る
身
休
症
候
で
あ
る
貧

血
（
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
2
、
葉
酸
、
蛋
白
質
等
の
欠
乏
）
、

毛
孔
性
角
化
症
（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
欠
乏
）
、
口
角
炎
（
ビ

タ
ミ
ン
B
2
欠
乏
）
、
腱
反
射
消
失
（
ビ
タ
ミ
ン
B
1
欠
乏
）
、

浮
腫
（
ビ
タ
ミ
ン
B
1
欠
乏
）
。
ひ
腹
筋
圧
痛
（
ビ
タ
ミ

ン
B
1
欠
乏
）
等
が
現
わ
れ
て
い
る
が
（
表
―
２
）
、
最

近
で
は
さ
ら
に
栄
養
過
剰
に
よ
る
肥
満
の
状
態
に
あ
る

人
々
が
多
数
現
わ
れ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
症
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
等
が
増
加

し
て
い
る
。
ま
た
最
近
食
料
が
豊
富
に
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
欠
陥
に
よ
る
貧
血
、
脚
気
様
症

状
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
問
題
で

あ
る
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
コ
ー
ラ
、
ジ
ュ
ー

ス
等
偏
っ
た
食
生
活
で
、
脚
気
が
西
日
本
を
中
心
と
し

て
一
〇
代
二
〇
代
の
男
性
こ
と
に
高
校
生
の
間
に
発
生

し
て
い
る
。

　
さ
て
、
昭
和
五
十
一
年
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
れ

ば
、
成
人
男
子
の
所
要
量
二
五
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
を
二
〇

％
も
上
回
る
三
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
以
上
を
摂
取
し
て
い

調査季報64 79.1211

資料：国民栄養調査表－1　栄養摂取量（全国１人１日当たり）

食
生
活
と
疾
病
異
常



る
世
帯
が
三
割
も
あ
る
。
ま
た
蛋
白
質
の
所
要
量
は
七

〇
ｇ
で
あ
る
が
、
一
〇
〇
ｇ
以
上
の
世
帯
が
二
〇
％
も

あ
る
（
表
―
３
）
。
脂
肪
摂
取
で
は
動
物
性
と
植
物
性
の

比
率
は
一
対
二
か
ら
せ
い
ぜ
い
一
対
一
で
あ
る
が
、
そ

の
構
成
比
は
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
破
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
こ
れ
以
上
動
物
性
脂
肪
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
。
肥
満
に
つ
い
て
は
皮
下
脂
肪
厚
で

み
る
と
各
年
齢
階
層
で
一
〇
％
以
上
が
肥
満
傾
向
で
、

特
に
四
十
、
五
十
代
の
女
性
で
は
約
三
〇
％
の
高
率
で

あ
る
（
表
―
４
）
。
貧
血
の
発
現
率
は
女
性
の
二
〇
～
三

○
％
で
あ
る
（
表
―
５
・
６
）
。

　
や
は
り
昭
和
五
十
一
年
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る

と
、
血
圧
は
ｗ
Ｈ
ｏ
の
基
準
に
基
い
て
最
高
血
圧
一
六

○
以
上
最
低
血
圧
九
五
以
上
を
高
血
圧
者
と
す
る
と
、

(％)表-2 (a)　身体症候発現率

二
○
～
二
九
歳
で
男
四
・
一
％
女
一
・
一
％
、
三
〇
～

三
九
歳
男
八
・
一
％
女
四
・
一
％
、
四
〇
～
四
九
歳
男
一

七
・
九
％
女
一
四
％
、
五
〇
～
五
九
歳
男
二
七
・
九
％

女
二
六
・
五
％
、
六
〇
～
六
九
歳
男
四
一
・
一
％
女
三
九

・
七
％
、
七
〇
歳
以
上
男
四
八
・
二
％
女
五
三
・
四
％

で
、
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
高
血
圧
発
現
率
が
高
い

が
、
食
塩
の
過
剰
摂
取
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
世
界

で
日
本
に
脳
卒
中
が
一
番
多
い
の
は
、
日
本
人
の
食
塩

過
剰
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
か

ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の
日
本
人
栄
養
所
要
量
が
最
近
発

表
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
食
塩
の
所
要
量
は
成

人
一
人
一
日
量
一
〇
ｇ
以
下
と
定
め
ら
れ
た
。

五
―
戦
後
の
子
供
の
発
育
と
栄
養

表－３　成人男子１日当たり摂取量分布　　（％）

　
発
育
と
栄
養
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
り
、

太
平
洋
戦
争
に
よ
る
食
糧
の
不
足
は
、
昭
和
二
十
一
年

に
は
日
本
の
子
供
の
体
位
を
、
戦
前
最
も
よ
か
っ
た
昭

和
十
四
年
の
体
位
よ
り
一
年
後
退
さ
せ
た
の
で
あ
る

が
、
昭
和
三
十
年
頃
に
は
戦
前
の
体
位
に
回
復
し
、
そ

の
後
は
年
々
向
上
し
て
昭
和
五
十
年
に
は
戦
前
を
は
る

か
に
凌
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
（
表
―
７
）
。
そ
の
よ
う
な
体

位
変
動
は
都
市
学
童
に
お
い
て
最
も
著
明
で
あ
り
、
つ

い
で
農
村
学
童
に
み
ら
れ
、
漁
村
学
童
に
お
い
て
最
も

少
な
い
。
か
か
る
体
位
変
動
は
摂
取
栄
養
量
と
密
接
な

関
係
が
あ
り
、
こ
と
に
都
市
学
童
の
体
位
が
急
速
に
戦

前
ま
で
に
回
復
し
た
の
は
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
食
糧

事
情
の
好
転
に
も
よ
る
が
、
学
校
給
食
に
よ
り
学
童
の

表－4　皮下脂肪厚男40ミリ女50ミリ以上の割合

表－５　貧血の発現率（血色素量１２.0ｇ/dl未満）

表－7　11歳の体位の動向

12調査季報64―79.12

表－2（b）昭和51年性別身体症候発現率　　（％）

表－６　全血比重1,052未満の者　　　　　（％）



表－８　昭和30～50年の体位の増加値

栄
養
摂
取
量
が
増
加
し
た
こ

と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
次
に
昭
和
三
十
年
と
昭
和

五
十
年
を
比
較
す
る
と
二
〇

年
間
に
、
例
え
ば
一
四
歳
男

で
は
身
長
一
〇
・
五
㎝
体
重

八
・
三
㎏
、
女
子
で
は
身
長

六
・
一
㎝
体
重
五
・
六
㎏
も

増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
―
８
）
。
し
か
し
握
力
、

背
筋
力
等
の
筋
力
は
一
〇
年
前
と
比
較
し
て
む
し
ろ
低

下
し
て
お
り
、
体
力
は
体
位
の
向
上
に
伴
な
っ
て
向
上

し
て
い
な
い
。

六

　
納
豆
は
蛋
白
、
脂
肪
を
多
く
含
み
、
ま
た
ビ
タ
ミ
ン

B 2
が
特
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
豆
を
発
酵
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
酵
素
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
た
め
納
豆
の
蛋
白
や
脂
肪
の
消
化
を
よ
く

し
、
ま
た
一
緒
に
食
べ
た
他
の
食
品
の
消
化
も
助
け
る

働
き
が
あ
り
栄
養
価
の
高
い
発
酵
食
品
で
あ
る
。

　
漬
物
も
日
本
人
の
食
生
活
の
独
得
の
も
の
で
あ
り
、

野
菜
を
ぬ
か
み
そ
に
入
れ
て
発
酵
さ
せ
た
も
の
で
、
単

な
る
塩
漬
け
で
な
く
発
酵
食
品
で
あ
る
。

　
ま
た
、
た
く
わ
ん
も
大
根
を
干
し
て
か
ら
塩
と
糠
で

漬
け
込
ん
で
少
な
く
と
も
三
ヵ
月
を
か
け
て
発
酵
さ
せ

た
も
の
で
、
や
は
り
酵
素
を
多
く
含
む
よ
う
に
な
り
何

と
も
い
え
な
い
糠
の
自
然
の
色
が
つ
い
て
く
る
も
の
で

あ
る
。
た
く
わ
ん
も
そ
の
酵
素
に
よ
り
た
く
わ
ん
自
体

の
消
化
を
よ
く
し
、
一
緒
に
食
べ
た
他
の
食
品
の
消
化

も
よ
く
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
発
酵
食
品
に
含
ま
れ
る
酵
素
の
働
き
は
、
各
栄
養
素

の
消
化
吸
収
に
有
効
で
、
身
体
全
休
を
賦
活
す
る
働
き

を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ぬ
か
み
そ
、
た
く
わ

ん
、
納
豆
、
梅
干
し
等
日
本
古
来
か
ら
の
優
秀
な
発
酵

食
品
を
大
切
に
し
、
将
来
と
も
大
い
に
日
本
人
の
食
生

活
の
柱
と
し
て
家
庭
で
利
用
度
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

日
本
古
来
か
ら
の
発
酵
食
品
を
も
っ
と
利
用

　
梅
干
し
は
梅
を
塩
漬
け
し
て
シ
ソ
の
葉
を
入
れ
、
土

用
の
三
日
三
晩
天
日
で
乾
燥
し
夜
露
に
か
け
る
こ
と
を

繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
発
酵
し
て
、
あ
の
何
と
も
い

え
な
い
梅
干
し
の
酸
味
を
そ
な
え
酵
素
を
つ
く
り
出
す

の
で
あ
る
。
梅
干
し
は
発
酵
食
品
と
し
て
日
本
人
の
食

生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
梅
干
し

の
す
っ
ぱ
さ
は
血
液
を
清
浄
に
し
血
液
循
環
を
よ
く
し

て
く
れ
る
長
寿
食
品
で
あ
る
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
、
た

だ
梅
を
塩
漬
け
し
着
色
し
た
だ
け
の
も
の
は
、
梅
干
し

の
効
果
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

七

　
最
近
、
廃
棄
物
の
再
利
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
食

生
活
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
野
菜
で
は
じ
ゃ
が
い
も
と

里
芋
の
皮
ぐ
ら
い
が
捨
て
る
も
の
で
、
そ
の
他
は
皮
で

も
葉
で
も
全
部
利
用
で
き
る
し
、
む
し
ろ
ビ
タ
ミ
ン
が

豊
富
で
あ
る
。
カ
ル
ピ
ス
前
社
長
三
島
海
雲
氏
は
九
六

歳
ま
で
元
気
に
社
長
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
大
根
の

葉
を
茎
と
共
に
三
〇
秒
ぐ
ら
い
熱
湯
で
茄
で
細
く
み
じ

ん
に
切
り
、
こ
れ
を
沢
山
入
れ
て
ご
は
ん
と
一
緒
に
お

か
ゆ
に
炊
く
も
の
を
「
お
み
」
と
い
っ
て
愛
用
し
て
い

た
。
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で
あ
る
。

　
パ
セ
リ
や
ニ
ラ
を
庭
の
片
す
み
や
み
か
ん
箱
に
植
え

て
お
け
ば
、
一
年
中
い
つ
で
も
使
え
つ
め
ば
つ
む
ほ
ど

生
え
て
く
る
。
青
じ
そ
の
鉢
植
え
も
利
用
で
き
る
。

　
戦
後
、
鮭
缶
で
輸
出
し
た
残
り
の
鮭
の
頭
、
ひ
れ
、

尾
、
骨
を
缶
づ
め
に
し
て
学
校
給
食
に
使
用
し
た
こ
と

が
あ
る
。
無
駄
を
省
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
栄

養
的
に
優
れ
、
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
子
供
の
発

育
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ふ
ぐ
の
ひ
れ
は
ひ
れ
酒

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
魚
の
骨
を
焼
い
た
も

め
、
う
な
ぎ
の
頭
を
く
し
焼
き
に
し
た
も
の
な
ど
酒
の

つ
ま
み
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
あ
げ
れ
ば
際
限
が
な
い

が
、
食
品
の
利
用
に
つ
い
て
も
っ
と
合
理
的
に
工
夫
す

べ
き
だ
ろ
う
。
経
済
的
で
も
あ
り
栄
養
的
に
も
優
れ
一

挙
両
得
で
あ
る
。

　
「
一
銭
で
も
安
い
動
物
性
蛋
白
質
を
買
う
こ
と
の
で

き
る
妻
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

調査季報64 79.1213

食
物
の
無
駄
を
な
く
す



が
、
食
品
の
選
び
方
、
食
品
材
料
の
買
い
方
に
も
工
夫

す
る
必
要
が
あ
る
。
献
立
を
考
え
、
季
節
の
も
の
を
他

店
と
比
べ
て
計
量
し
て
、
見
栄
を
は
っ
た
り
め
く
ら
買

い
な
ど
し
な
い
。

　
ま
た
主
婦
は
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
食
事
を
作
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
。
食
べ
る
方
も
も
っ
と
時
間
を
か

け
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
食
事
と
い
う
行

為
を
単
に
栄
養
摂
取
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
重
要

な
生
活
と
し
て
も
っ
と
関
心
を
深
め
大
切
に
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
は
昔
か
ら
わ
ら
び
や
き
の
こ
と
り
の
山
遊

び
、
貝
や
海
草
と
り
の
海
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
た
。
つ

く
し
、
せ
ぴ
、
野
び
る
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
も
ち
草
な
ど
の

つ
み
草
、
山
菜
と
り
、
薬
草
採
集
等
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
も
な
り
、
親
子
の
団
ら
ん
に
も
な
り
、
栄
養
的
に

も
優
れ
た
食
品
を
獲
得
す
る
こ
と
も
で
き
、
経
済
的
で

も
あ
り
、
一
挙
三
得
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
近
は
白
米
を
食
べ
て
い
る
が
、
日
本
人
の
食
事
習

慣
は
自
然
食
時
代
に
始
ま
り
、
粟
、
ひ
え
、
麦
、
米
等

の
雑
食
か
ら
米
食
へ
、
玄
米
食
か
ら
白
米
食
へ
変
わ
り

奢
侈
化
し
て
ビ
タ
ミ
ン
B
1
不
足
か
ら
障
害
を
お
こ
し
、

ビ
タ
ミ
ン
乱
の
強
化
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
考
え
て
み

れ
ば
、
精
白
の
た
め
に
手
数
と
金
を
か
け
て
ビ
タ
ミ
ン

B 1
を
と
り
除
き
、
さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
B
1
を
強
化
す
る
こ

と
は
不
合
理
で
あ
り
。
玄
米
、
五
分
搗
き
、
七
分
搗
き

で
も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
れ
ば
消
化
も
よ
く
味
も
悪
く
な

い
。
も
っ
と
玄
米
食
、
五
分
働
き
、
七
分
働
き
も
利
用

す
べ
き
だ
ろ
う
。

八

き
ゃ
ら
ぶ
き
、
茶
碗
蒸
し
、
野
菜
の
て
ん
ぷ
ら
、
に
ら

の
卵
と
じ
、
冷
や
っ
こ
、
わ
か
め
の
味
噌
汁
、
な
め
こ

汁
等
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
日
本
の
味
が
あ
り
、

日
本
の
昔
か
ら
の
食
生
活
は
栄
養
学
的
に
も
優
れ
、
長

い
間
か
か
っ
て
築
い
て
き
た
も
の
で
、
途
絶
え
な
い
よ

う
に
引
き
継
い
で
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
家
庭
の
味
が
親
子
、
夫
婦
の
き
ず
な
を
も
っ
と
強
く

す
る
だ
ろ
う
。

九

　
最
近
、
日
本
の
味
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
外
国
の

よ
い
味
は
お
お
い
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で

あ
る
が
、
日
本
の
良
い
味
を
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。
昔
は
す
べ
て
母
親
の
手
づ
く
り
の
料
理
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
し
き
た
り
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
の
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
昔
は
化
学
調
味
料

は
な
く
す
べ
て
昆
布
、
椎
茸
、
か
つ
お
ぶ
し
、
に
ぼ
し

な
ど
に
よ
っ
て
味
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
然
の

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
で
栄
養
も
あ
り
、
ま
た
脳
細
胞
の
働
き

を
活
発
に
す
る
効
果
も
あ
り
、
う
ま
味
を
そ
な
え
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
化
学
調
味
料
と
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

が
日
本
の
味
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

　
昔
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
毎
年
梅
干
し
、
ら
っ
き
ょ
う

う
を
漬
け
、
梅
干
し
を
漬
け
た
あ
と
の
し
そ
の
葉
で
ゆ
　
　

か
り
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
（
便
秘
に
よ
く
整
腸
作
用
が
あ
り

強
壮
剤
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）
、
こ
ん
に
ゃ
く

の
白
和
え
（
整
腸
効
果
が
あ
り
、
含
ま
れ
て
い
る
マ
ン

ナ
ン
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
溶
か
す
作
用
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
）
、
と
ろ
ろ
い
も
（
長
寿
食
品
）
、
ひ
じ

き
と
油
揚
げ
の
煮
つ
け
、
い
わ
し
の
つ
み
れ
、
煮
豆
、

　
正
月
に
は
屠
蘇
を
飲
む
が
、
こ
れ
に
は
甘
草
、
百
合

根
、
桔
梗
、
桂
皮
、
忍
冬
、
肉
桂
、
山
椒
、
防
風
等
の

薬
草
が
入
っ
て
お
り
、
血
圧
を
正
常
に
し
健
胃
強
心
に

効
果
が
あ
り
延
寿
の
酒
で
あ
り
魔
よ
け
の
酒
で
あ
る
。

正
月
の
鏡
餅
、
雑
煮
、
黒
豆
い
田
作
り
（
ご
ま
め
と
も

い
う
）
、
く
わ
い
、
竹
の
こ
、
に
ん
じ
ん
、
さ
や
え
ん

ど
う
、
鶏
肉
等
を
入
れ
た
う
ま
煮
、
栗
き
ん
と
ん
、
大

根
と
に
ん
じ
ん
の
紅
白
な
ま
す
等
、
毎
年
定
ま
っ
た
わ

が
家
の
正
月
料
理
を
つ
く
り
、
何
年
も
何
十
年
も
食
べ

て
き
た
。
ど
こ
の
家
で
も
手
づ
く
り
の
お
節
料
理
を
つ

く
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
近
の
よ
う
に
デ
パ
ー
ト
で
売
っ
て
い
る
お
節
料
理

で
は
、
味
も
ま
ず
い
し
う
る
お
い
も
な
く
正
月
の
よ
う

な
気
が
し
な
い
の
で
あ
る
。
正
月
三
ヵ
日
は
主
婦
は
い

っ
さ
い
台
所
仕
事
は
せ
ず
、
家
事
も
し
な
い
も
の
で
あ
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日
本
の
味
を
も
っ
と
大
切
に

日
本
の
昔
か
ら
の
行
事
を
大
切
に
続
け
る



っ
た
。

　
一
月
七
日
の
七
種
粥
は
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ
ョ
ウ
、

ハ
コ
ベ
ラ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
ロ
等
の

解
毒
性
の
薬
草
で
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
の
多
い
七
種
の
野

草
の
若
葉
を
粥
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は

あ
ま
り
食
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。

　
一
月
十
五
日
に
は
小
豆
粥
を
食
べ
て
疫
病
を
予
防

し
、
十
五
日
正
月
（
女
正
月
）
を
祝
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
日
は
成
人
の
日
の
祝
い
で
も
あ
る
。

　
寒
が
明
け
る
と
春
を
迎
え
る
節
分
で
あ
る
。
豆
（
大

豆
を
炒
っ
た
も
の
）
を
ま
き
、
自
分
の
年
齢
だ
け
豆
を

食
べ
、
み
か
ん
や
落
花
生
な
ど
を
母
親
が
ま
い
て
く
れ

る
の
を
子
供
達
が
沢
山
拾
っ
て
食
べ
た
思
い
出
が
あ
る

が
、
こ
の
行
事
も
今
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

　
三
月
三
日
の
桃
の
節
句
に
は
白
酒
（
桃
花
酒
）
、
菱

餅
を
お
ひ
な
様
に
供
え
る
が
、
現
在
の
よ
う
な
食
品
添

加
物
の
色
素
で
な
く
、
よ
も
ぎ
（
も
ち
草
）
で
草
色
に

色
づ
け
し
た
も
の
、
紅
花
で
う
す
赤
に
し
た
も
の
、
白

い
も
の
の
三
重
の
菱
餅
で
あ
る
。

　
五
月
五
日
は
菖
蒲
の
節
句
で
、
強
壮
解
毒
の
菖
蒲
の

根
を
干
し
た
も
の
を
煎
じ
て
飲
み
、
菖
蒲
湯
に
入
り
も

ま
き
を
食
べ
る
の
で
あ
る
。

　
八
月
十
五
日
は
十
五
夜
（
芋
名
月
）
、
九
月
十
三
日

は
十
三
夜
（
栗
名
月
）
で
、
す
す
き
や
桔
梗
の
花
を
か

ざ
り
、
だ
ん
ご
や
さ
つ
ま
芋
、
里
芋
、
栗
、
柿
な
ど
を

月
に
供
え
お
残
り
を
頂
戴
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
冬
至
に
は
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ
ゆ
ず
湯
に
入
る
と
か
ぜ

を
ひ
か
な
い
。

　
大
晦
日
に
は
に
ん
じ
ん
、
は
す
、
ご
ぼ
う
な
ど
の
大

き
な
お
に
し
め
を
食
べ
、
除
夜
の
鐘
を
聞
き
な
が
ら
年

越
し
そ
ば
を
食
ベ
一
年
間
を
偲
ぶ
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
誕
生
日
の
お
祝
い
料
理
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

御
馳
走
な
ど
日
本
に
は
多
く
の
年
間
行
事
が
あ
り
、
そ

の
行
事
食
が
あ
る
が
、
今
後
も
昔
か
ら
の
行
事
を
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
大
切
に
続
け
て
、
そ
の
時
に
は
手
づ
く

り
の
料
理
を
家
族
中
で
食
べ
、
行
事
の
意
義
を
考
え
健

康
長
寿
を
祝
い
家
族
の
和
を
は
か
っ
て
い
く
絶
好
の
機

会
と
す
べ
き
で
あ
り
、
何
よ
り
も
う
る
お
い
の
あ
る
人

生
が
過
せ
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
神
奈
川
県
立
栄
養
短
期
大
学
教
授
〉
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